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哲
學
研
究
第
　
百
號

『
令
制
の
國
學
に
つ
い
て
』
補
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
俊
乗

　
本
誌
五
月
號
の
拙
稿
『
令
制
の
國
學
に
つ
い
て
』
に
益
し

次
の
二
丁
を
補
正
し
て
お
さ
、
・
た
い
。

　
六
四
頁
十
行
以
下
、
養
老
二
年
垂
雪
使
の
配
遣
は
既
に

五
月
號
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
後
多
少
の
墾
遷
の

有
っ
た
事
に
つ
い
て
書
き
漏
し
た
が
、
本
稿
の
趣
旨
に
關

係
が
深
い
か
ら
補
説
す
る
事
を
許
し
て
い
た
や
き
た
い
。

早
く
養
老
五
年
に
新
し
く
長
門
・
陸
奥
に
按
察
使
を
遣
き
、

同
時
に
從
來
の
按
察
使
の
管
治
跡
も
若
干
…
愛
更
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
鵬
時
に
多
少
の
養
更
が
行
は
れ
た
こ
と
は
、
天

李
勝
賓
四
年
に
橘
奈
良
麻
呂
が
但
馬
・
因
幡
の
按
察
使
に

任
せ
ら
れ
た
が
、
其
の
管
治
國
が
養
老
三
年
並
に
五
年
の

制
定
と
頗
る
蓬
っ
て
み
る
の
を
見
て
も
推
察
し
う
る
。
し

か
し
李
安
時
代
に
は
按
察
使
の
名
は
陸
奥
・
出
朋
を
除
い

て
は
、
殆
ど
史
上
に
見
え
な
く
な
っ
た
Q

　
入
八
頁
四
行
　
江
次
第
鋤
は
江
次
鎗
（
叉
は
江
家
次
第
）

の
誤
記
で
あ
る
。

九
八

彙
　
　
報

　
　
　
　
印
度
宗
激
學
會
例
會

五
月
二
十
八
日
（
水
）
午
後
七
時
よ
り
學
生
集
書
所
壮
蚕
に
於
い
て

佛
敏
の
敏
義
と
そ
の
予
言
　
　
　
丈
學
博
士
松
本
文
三
郡
讃

　
　
　
　
美
　
　
學
　
、
會

五
刀
二
十
山
ハ
溺
午
後
山
ハ
薩
蒸
†
よ
り
野
生
集
會
艦
川
南
室
に
於
い
て

　
園
頼
三
顧
蹄
二
三
迎
會

　
　
　
　
哲
學
茶
話
會

山ハ

P
一
二
n
口
（
火
）
午
後
山
二
型
よ
り
學
偽
書
會
壁
書
附
室
…
に
於
い
て
…
囲
写
す
O
西
田
、

朝
永
、
田
逝
三
先
生
の
御
蔭
席
あ
り
。
會
す
る
も
の
五
＋
名
講
演
後
種
々
論

議
あ
り
、
盛
會
な
り
き
。

　
叡
知
的
な
ろ
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
上
士
　
高
　
坂
　
正
　
顯
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ξ

翻
署
紹
介

　
　
激
育
琶
道
徳
　
　
　
　
　
西
　
晋
　
一
　
郎
著

　
本
書
ば
廣
島
高
師
敏
擾
西
博
士
の
近
著
で
あ
っ
て
、
敷
育
に
闘
す
る
論
丈

な
序
論
外
十
三
篇
な
集
め
て
あ
ろ
。
難
誌
に
載
ぜ
ら
れ
索
個
々
猫
立
の
論
文

た
集
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
順
序
を
立
て
、
集
め
て
に
あ
る
が
、
寂
育
學

全
般
に
封
ず
る
著
者
の
四
維
的
な
見
解
た
伺
ひ
知
る
こ
書
に
出
來
な
い
。
し

か
し
「
教
育
ご
口
臓
密
、
b
言
へ
ば
溢
徳
敷
育
で
あ
る
こ
と
な
明
に
ぜ
ん
」
と

企
て
ら
れ
表
著
者
の
目
的
に
十
分
に
蓮
ぜ
ら
れ
敦
も
の
ミ
見
る
べ
く
、
嚇
切


